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2006 年５月期 決算説明会の説明資料のお知らせ 

 

 2006 年５月期 決算説明会にて配布いたしました説明資料をお知らせいたします。 

 

なお、本説明会資料には、公認会計士または監査法人による関与はございません。 

また、本説明会資料は、現時点での入手データを基に作成しております。 

以 上 
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2006年5月期業績概要

20020066年年77月月55日日
アスクル株式会社アスクル株式会社
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ⅠⅠ 20062006年年55月期月期 連結業績の概要連結業績の概要

ⅡⅡ 20072007年年55月期月期 連結業績の見通し連結業績の見通し

ⅢⅢ アスクルアスクル 今後の事業展開今後の事業展開

AGENDAAGENDA
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+1.6

+1.3

+1.1

+0.8

-0.4

+0.7

対予想
改善

+11.8100.0161,694100.0144,600売上高

3.0

5.3

5.3

19.4

24.7

売上比

+13.419.731,78228,022販管費

+13.525.140,54635,728売上総利益

+13.55.48,7807,735経常利益

+3.82.84, 4694,305当期純利益

+13.75.48,7637,705営業利益

前期比売上比金 額金 額

2006年5月期2005年5月期

％ ％百万円 百万円 ％ ％

20062006年５月期業績年５月期業績 －連結（－連結（1212ヶ月累計）－ヶ月累計）－
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20062006年年55月期の総括月期の総括

１．９期連続の増収増益達成

２．課題 ⇒ 直近の売上成長率

5

売上高 ：棒グラフ（左目盛）
経常利益：折線（右目盛）

（注）平成９年５月期までのデータは、プラス㈱ア

スクル事業部としてのものであり、公認会計

士または監査法人による関与はありません。
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１．９１．９期連続の増収増益達成期連続の増収増益達成
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売上高の推移売上高の推移

0

50
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03/5期

04/5期

05/5期

375億円
前1Q比 +14.0%

売上高売上高 = = 購入お客様数購入お客様数 x x 購入お客様単価購入お客様単価

単位:月度

単位:億円 06/5期

399億円
前2Q比 +11.3%

前期比前期比 +11.4%+11.4%

稼
動
日
数

稼
動
日
数

当期当期

前期前期

７８７８

７８７８ ７５７５

７４７４

397億円
前3Q比 +13.5%

７４７４

７２７２

単体単体

438億円
前4Q比 +7.6%

７２７２

７２７２
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7＊＊02/602/6月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。
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前1Q比
+9.9%

03/5期
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05/5期

06/5期

前2Q比
+9.1%

前期比前期比 +9.2%+9.2%

前3Q比
+9.9%

単体単体

前4Q比
+7.9%

購入お客様数の推移購入お客様数の推移
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＊＊02/602/6月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。

前2Q比
+2.0%

前期比前期比 +2.0%+2.0%

前3Q比
+3.2%

単体単体

前4Q比
▲0.3%

購入お客様単価の推移購入お客様単価の推移
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２．課題 ⇒ 直近の売上成長率

３３QQ 44--66月月

--5.0%5.0%
--2.0%2.0%

--1.8%1.8%

--1.2%1.2%

112%112% 107%107%

稼働日調整後の伸張率稼働日調整後の伸張率

■■家具のお客様数減家具のお客様数減
⇒⇒お客様の用途、シーンに応じた商品力お客様の用途、シーンに応じた商品力
強化とサービス進化強化とサービス進化

■■前期のｾｷｭﾘﾃｨ特需による前期のｾｷｭﾘﾃｨ特需による
一時的な影響（前々期比一時的な影響（前々期比168168％）％）

■■ベーシック商品の競争激化ベーシック商品の競争激化
⇒①⇒①環境商品の強化、拡大環境商品の強化、拡大
②②品揃え拡充品揃え拡充
③③TVCMTVCMとキャンペーン実施とキャンペーン実施
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ⅠⅠ 20062006年年55月期月期 連結業績の概要連結業績の概要

ⅡⅡ 20072007年年55月期月期 連結業績の見通し連結業績の見通し

ⅢⅢ アスクルアスクル 今後の事業展開今後の事業展開

AGENDAAGENDA
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今期の経営方針今期の経営方針

当社は、次の大きな飛躍に向けて、次世代ビジネス

モデルを構築すべき新たな成長段階に入ってきました。

新たな成長を実現するため、当社は今後３年間に

わたり、事業成長の基盤となる情報システム、新時代に

適応したイノベーティブな物流センター構築など大規模な

設備投資を実行すると同時に、収益体質の強化に向けた

継続的なコスト構造改革に取り組んでまいります。

積極的な投資と構造改革の実施は、当社の持続的

利益成長を実現するための不可欠なステップであり、

中長期的なROEの向上ならびに７％以上の営業利益率
の実現に貢献できるものと確信しております。

平成18年5月期決算短信より

12

20072007年５月期年５月期 連結業績の見通し連結業績の見通し

+10.4100.0178,582100.0161,694売上高

2.8

5.4

5.4

19.7

25.1

売上比

+13.420.236,03631,782販管費

+11.025.245,01140,546売上総利益

+2.65.09,0088,780経常利益

+1.82.54,5504, 469当期純利益

+2.45.08,9748,763営業利益

前期比売上比金 額金 額

2007年５月期見通し2006年５月期実績

％ ％百万円 百万円 ％
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20072007年５月期年５月期 連結業績の見通し（上・下）連結業績の見通し（上・下）

+27.03.43,214-31.11.61,336当期純利益

+39.16.86,417-37.83.12,591経常利益

+38.66.86,390-37.83.12,584営業利益

+6.418.617,578+20.922.018,458販管費

+13.425.323,968+8.425.121,043売上総利益

+12.7100.094,639+8.0100.083,943売上高

前期比売上比金 額前期比売上比金 額

2007年５月期下期2007年５月期上期

百万円 百万円 ％％％％

上期：新大阪センター立上げ１０億円 販促TVCM ５億円
（第１Q 対前年売上比 103%）

下期：システム化等による業務の効率化、コスト構造改革

14

20072007年５月期年５月期の主な施策の主な施策 他他

1．３つのコアコンピタンスのさらなる強化
① コンテンツ（商品・サービス）

・ミラノ・上海ｵﾌｨｽを活用した新しい価値創造の仕組み

・業種別商材の拡充

・医療、介護分野におけるアスクルサービスの浸透

・家具ビジネスの拡大

② ソリューション

・中堅、大企業向けe-Procurementのシステム強化
③ e-プラットフォーム

・新大阪、新仙台物流センターの立上げ

・配送サービスを向上させる物流強化システム

15

20072007年５月期年５月期の主の主な施策な施策 他他

2．次世代ビジネスモデルの構築
①今期の設備投資 ： 57億
（物流ｼｽﾃﾑ、各種ｻｰﾋﾞｽ進化、次世代ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ等）

②新仙台物流センター 総額 13.5億
（今期業績への影響は、一部稼動のため軽微です。）

3．先行投資的費用 ： 22億
（ﾌﾟﾛﾒﾃﾞｨｶﾙ事業、新大阪ｾﾝﾀｰ立上げ、中国ｿｰｼﾝｸﾞ等）
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ⅠⅠ 20062006年年55月期月期 連結業績の概要連結業績の概要

ⅡⅡ 20072007年年55月期月期 連結業績の見通し連結業績の見通し

ⅢⅢ アスクルアスクル 今後の事業展開今後の事業展開
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アスクルアスクル 現在のステージ現在のステージ

～
2001年5月期
（高成長期）

2002~
2004年5月期

（基盤の磨き込み）

2005~
2006年5月期
（持続的成長）

ビジビジネスモデルネスモデル
による高成長による高成長

インフラ構築・インフラ構築・
整備整備

持続的成長持続的成長

・収益性の向上

・新規事業への

取り組み

・バランスのとれた
成長と収益性への
挑戦

・中期における
成長戦略の実現

・高い売上成長率

2007年5月期~
2009年5月期

（ビジネスモデル変革）

新たな新たな
ビジネスモデルビジネスモデル
へのへの変革変革

・競争力を持った
次世代ビジネス
モデルへの変革

・次世代ビジネスモ
デル構築に向けて
の積極投資

・継続的なコスト
構造改革

2010年5月期
～

（第二成長期）

大きな飛躍へ大きな飛躍へ

・安定的な高収益
体質の確立

18

アスクルの成長戦略とアスクルの成長戦略と ee--ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

コア・コンピタンスを源泉とコア・コンピタンスを源泉と
した新しい価値の創造した新しい価値の創造

中小事業所中小事業所

」」」

個個 人人

海外への展開海外への展開海外への展開

従業従業
員員

」」」
商 品
の展開
商商 品品
の展開の展開

サービス
の展開
サービスサービス
の展開の展開

新規新規
サービスサービス
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メ
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YYXX
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医
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・
介
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施
設
向
け
カ

医
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・
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設
向
け
カ
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タ
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顧
客
開
拓

顧
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開
拓

顧
客
開
拓

中小事業所中小事業所

B2CB2CB2CB2EB2EB2E

ﾌﾙﾌｨﾙﾒﾝﾄを伴った
電子商取引ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ お客様 サプライヤーサプライヤー

販売
エージェント

販売
エージェント

ロジスティックスロジスティックス

アスクル・インターネットショップﾟ

e-プロキュアメントサイ
ト

シンクロマートシンクロマート
（（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ情報共有情報共有ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ））

シンクロエージェンシンクロエージェン
トト
（営業支援システ（営業支援システ
ム）ム）

医薬品・医療機器医薬品・医療機器
取扱い取扱いｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

２００５年１１月スタート２００５年１１月スタート

配送サービスシステム配送サービスシステム
２００６年２００６年44月スタート月スタート

新コールセンター新コールセンター
２００６年１月スタート２００６年１月スタート
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③e-プラットフォーム

お客様と
の関係を
「均一」か
ら「個」に
進化

サプライ
ヤ様との
連携強化
による商
材の飛躍
的拡大

ARENA

CLUB

Portal

シ
ン
ク
ロ
ス
マ
イ
ル

流通ネットワーク（調達物流・在庫・配送）

大企業

中小
規模
法人

個人

特殊品

汎用品

一般

シンクロマート シンクロカーゴ

新
調
達
シ
ス
テ
ム

ﾒﾃﾞｨｶﾙ

生活
用品

オ
フィス
用品深掘深掘 拡大拡大

最適化最適化

①コンテンツ②ソリューション

プラットフォームの
高度化

お客様の
ご要望

シ
ン
ク
ロ
ハ
ー
ト

W
E
B
２
・
０

（ﾒﾃﾞｨｶﾙ、飲食店）

次世代ビジネスモデルの概念次世代ビジネスモデルの概念

個別化するお客様のニーズと拡大するサプライヤー様をeｰプラットフォーム上で
つなぐことにより効率的なビジネスを実現する。

間
接
材
一
括

購
買
シ
ス
テ
ム

20

次世代 e-プラットフォームへの進化

エージェント

個人

中小
規模

法人

大企業

中堅企業

問合せ系
倉庫

システム

サプライヤ

配送委託先

5,7005,700社社

99%99%

8383％％

0606年年44月月
～～

0606年年11月月
～～

0606年年66月月
～～

お客様とサプライヤー様をつなぎ、両者にとって効率的・ローコストな運営が可能となるプラットフォーム

21

アスクルアリーナアスクルアリーナ

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

ee--ProPro

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｱﾘｰﾅｱﾘｰﾅ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

ﾎﾟｰﾀﾙﾎﾟｰﾀﾙ
ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

単位:社

個個 人人
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単位 : 社 5,657社
（06/05/20時点）

ご登録企業数の推移ご登録企業数の推移
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累計登録社数

取引率累計

243243社、社、83.383.3％が％が
シンクロマートを利用シンクロマートを利用
（（0606年５月度）年５月度）

シンクロマート

単位:社

23

シンクロカーゴシンクロカーゴ

「シンクロカーゴ（「シンクロカーゴ（SYNCHROCARGOSYNCHROCARGO）」のシステム概要）」のシステム概要
（（20062006年年99月月本格本格稼動）稼動）

24

シンクロスマイルシンクロスマイルシンクロスマイル

※※赤い点線部分を、第赤い点線部分を、第11フェーズとして今回完成。フェーズとして今回完成。

今後、全体開発へ。今後、全体開発へ。

お客様お客様

Fax

eﾒｰﾙ

電話

Web

顧客マスタ

応対履歴

FAQ

商品カタログ

受注出荷

顧客請求

在庫管理

統合商品マスタ

基幹システム

お問い合わせ
管理システム

CRMシステム

リ
ア
ル
タ
イ
ム
連
携

新コールセンター新コールセンター
２００６年１月業務開始２００６年１月業務開始
～新世代お客様対応～新世代お客様対応
サービスの構築へサービスの構築へ
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お
客
様
の
声
を
一
括
し
て
貯
蔵
・
社
内
配
信

電話

アンケート

メール

FAX

市場調査

エージェント

ドライバー

ブログ、

掲示板

お客様の声ポータル

「お客様のために進化する」

アスクルの新プラットフォーム

お

客

様

ア

ス

ク

ル優先課題

抽出
課題解決

参照

分析

業務
変革

共有

集約

解決プロセス
の見える化

シンクロハート

26

基盤の磨きこみ
(2002年～2004年5月)
基盤の磨きこみ

(2002年～2004年5月)

ビジネスモデル
による高成長期
(～2001年5月)

ビジネスモデル
による高成長期
(～2001年5月)

全社
戦略

新たなビジネスモデル
への変革

(2006年6月～)

新たなビジネスモデル
への変革

(2006年6月～)

大阪
（９８）

持続的成長
(2005年～
2006年5月)

持続的成長
(2005年～
2006年5月)

物流

戦略 東京
（９９）

仙台・
福岡
（００）

横浜
（０１）

ＤＣＭ
（０２）

名古屋
（０４）

大阪
（０６）

仙台
（０７）

物流戦略と物流戦略とITIT戦略（戦略（ee--ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑと今後の方向性ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑと今後の方向性))

第一世代
(～2001年)
第一世代
(～2001年)

ﾈｯﾄ受注
(97年)

CRM
(98年)

需要予測
(01年)

ﾏﾃﾊﾝｼｽﾃﾑ
(98年)

SYNCHRO
MART
(02年)

SYNCHRO
AGENT
(04年)

ビジネスモデルを
支えるIT基盤の整備
ビジネスモデルを
支えるIT基盤の整備

IT戦略（ e-プラットフォーム）

変遷

Keyword

第二世代
(2002年～2006年)
第二世代

(2002年～2006年)

大アスクルコラボレーション基盤

e-プラットフォームの構築
大アスクルコラボレーション基盤

e-プラットフォームの構築

SYNCHRO
SMILE
(06年)

新Webｻｲﾄ
(03年)

SYNCHRO
CARGO
(06年)

DWH
Matrix
(01年)
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第三世代移行による物流コスト最小化とサービス高度化第三世代移行による物流コスト最小化とサービス高度化第三世代移行による物流コスト最小化とサービス高度化

地代地代

庫内費庫内費

配送費配送費

その他その他

地代地代

庫内費庫内費

配送費配送費

その他その他

第二世代 第三世代

ﾀﾞｲﾚｸﾄﾃﾞﾘﾊﾞﾘによる配送コスト削減

高度出荷システム導入による配送費削減

ﾀﾞｲﾚｸﾄﾃﾞﾘﾊﾞﾘによる配送コスト削減

高度出荷システム導入による配送費削減

物流高度化（クロスドック、預託在庫）による
アイテム数拡大

ピッキング自動化システムの進化により

世界トップレベルの庫内効率性実現

複数外部倉庫統合による在庫転送コスト

の削減

物流高度化（クロスドック、預託在庫）による
アイテム数拡大

ピッキング自動化システムの進化により

世界トップレベルの庫内効率性実現

複数外部倉庫統合による在庫転送コスト

の削減

大規模センター化による地代の削減

在庫集約による総床面積の削減

大規模センター化による地代の削減

在庫集約による総床面積の削減

削減機会

物
流
費
構
造
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アスクルアスクル 次世代物流センター計画次世代物流センター計画

大阪府大阪市此花区北港緑地大阪府大阪市此花区北港緑地

二丁目１番二丁目１番1010号号

・・総坪数総坪数 約約22,00022,000坪坪

・・総投資予定額：約総投資予定額：約3333億円億円（リース契約含む）（リース契約含む）

・稼動開始予定：・稼動開始予定：20062006年９月年９月

新大阪センター新大阪センター

新仙台センター新仙台センター

ｲﾗｽﾄｲﾗｽﾄ

仙台市宮城野区中野字下子袋田仙台市宮城野区中野字下子袋田2222--44他他

・・総坪数総坪数 約約1111,,270270坪坪

・・総投資予定額：約総投資予定額：約13.513.5億円億円（リース契約含む）（リース契約含む）

・稼動開始予定：・稼動開始予定：20072007年８月年８月

（尚、（尚、20072007年２月より一部商品取り扱い開始）年２月より一部商品取り扱い開始）

29

顧客ニーズの変化とアスクルの取り組み Market change & Action by ASKUL

電子調達
（分散）

電子調達
商材別集中

電子調達
システム集中

調達
ニーズ
の推移

アスクル

1997年～～ 2002年～ 2004年～ 2007年～

分散購買
間接材
一括購買

ＩＴの
進化

Web事業開始
PS発足
（アリーナ・Ariba)

・インターネット実現
・ＥＤＩの導入開始

ASKUL事業開始
アリーナ再構築
ＥＤＩ対応拡大

間接材購買への
改革意識が浸透
していない

電子調達が普及
直接材の調達
での効率化意識

調達
ポイント

大企業から間接
材にもコスト意識
が芽生える。

-オフィス用品の
一括購買が浸透
中小企業にも
集中購買の意識
-アウトソーシング

アウトソーシング
全ての間接材での
コスト削減・効率化

・インターネットの普及
・ＥＤＩの普及
・規格の標準化
・ＸＭＬの登場

・ブロードバンド
・ＡＳＰサービス
・Ｗｅｂサービス
・モバイル化

・ネットワークサービス
の普及拡大
・Ｗｅｂ２．０の登場

・Ｗｅｂ２．０の普及
・ＩＣタグの活用
・家電製品等との
ドッキング

オーダーリンク2
サービス機能改善

間接材
一括購買システム

ソリューション（ソリューション（e e -- ﾌﾟﾛｷｭｱﾒﾝﾄ）ﾌﾟﾛｷｭｱﾒﾝﾄ）

30

■売れ筋ＴＯ Ｐ 30 単位：千円

順位 商品名称 数量（個） 金額 TOYOTA順位

1 Ｑｏｏオレンジ１．５ＰＥＴ 1 ,3 37  3 04     4
2 森永製菓　ハイチュウアソート 1 ,2 50  2 07     
3 メロディアンコーヒーフレッシュ　５ｍｌ　（５５個入） 1 ,1 82  2 58     2
4 明治製菓　チェルシーミックス 1 ,0 22  1 68     
5 アスクルオリジナル　丈夫でスリムな布テープ　１巻 1 ,0 17  1 48     5
6 アスクルオリジナルキューブティッシュ　タイル 999     1 68     13
7 ロッテ　キャンディー　飲料ミックス５　袋入り 971     1 19     

8 サントリーなっちゃんオレンジ１．５Ｌペット 935     2 35     8
9 アスクル　ホワイトボードマーカー　黒 925     39      
1 0 カルピスウォーター１．５Ｌ 825     2 21     10
1 1 バヤリースオレンジ　１．５Ｌ 768     2 22     7
1 2 メロディアンガムシロップ　１３ｇ（２０個入） 730     1 30     1
1 3 ぺんてる　水性サインペン　黒インク 709     34      
1 4 森永製菓　ヴェルタースオリジナル 697     1 15     
1 5 ゼブラ　蛍光オプテックスケア　ＷＫＣＲ１　ーＹ　黄 592     30      
1 6 ゼブラボールペン　ジムノック　ＢＫ 581     30      
1 7 マックスホチキス針ＮＯ．１０ー１Ｍ 577     23      
1 8 チャック式名札 558     66      
1 9 のし袋　封筒型万円袋 529     29      
2 0 アスクルオリジナルティッシュあわ色 511     1 35     20
2 1 ＫＣ　水切りネット三角コーナー用　３５＋５枚 497     43      
2 2 スーパードッチ　Ａ４タテ１４７５　青 479     1 98     
2 3 サクラクレパス白板マーカー細字　　黒インク 444     18      
2 4 メロディアン・ミニ３ｍｌ 4 35     88      
2 5 ゼブラ　蛍光オプテックスケア　ＷＫＣＲ１　ーＰ　ピン 434     22      
2 6 アスクルリサイクルトイレットロール　シングル（１２ 431     1 18     
2 7 ぺんてる　水性サインペン　赤インク 429     21      
2 8 アスクルオリジナルペーパータオル 425     44      14
2 9 エコノミー用箋挟　Ａ４横 414     59      21
3 0 フラットファイル１００％再生樹脂製とじ具Ａ４タテ１０ 400     99      

飲料子供向けおもてなし

購買分析 ヒアリング

コンセプト化

シーン提案

例）自動車販売店の場合

－接客スペース

－キッズコーナー

－事務所

－トイレ

－修理工場

コンテンツ（商品・サービス）コンテンツ（商品・サービス）～～自動車ﾃﾞｨｰﾗｰの場合～自動車ﾃﾞｨｰﾗｰの場合～



2006年5月期 決算説明会用資料
（2006.7.5） 11

31

お
客
様
軸
に
基
づ
い
た
商
品
政
策

新しい
価値
の
拡大

基盤
MD

基本

ニーズ

潜在的

要望

バリュ
ー
クリ
エイト
型
MD

グローバル価値創造型プラットフォーム

東京
（ASKUL)

編集・提案

東京
（ASKUL)

編集・提案

ミラノ
デザインネット
ワーク

ミラノ
デザインネット
ワーク

中国
（生産・調達）

中国
（生産・調達）

業種A

業種

業種B

業種C

…

超大
企業

大
企業

中堅
企業

小
企業

足元の強化

規模

商品調達商品調達

カテゴリ
ＭＤ

カテゴリ
ＭＤ

価値創造型のプラットフォーム

商品

32

今後の中期的な展開今後の中期的な展開

次世代ビジネスモデル構築に向けて

今後３年間の「投資」と継続的な「コスト構造改革」

① 投資の見通し ： 約５０億円／年

② 営業利益率 ５％を基本とする

次世代ビジネスモデルを構築し
中長期的に ７％以上の営業利益率を目指す。

33

ＩｎｎｏｖａｔｅＩｎｎｏｖａｔｅ

ｆｏｒｆｏｒ ＣｕｓｔｏｍｅｒＣｕｓｔｏｍｅｒ

アスクル株式会社の理念

お客様のために

進化するアスクル



2006年5月期 決算説明会用資料
（2006.7.5） 12

34

ご清聴ありがとうございました。

（ご注意）
この資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。
これら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が
計画･予想したものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素
によりこの計画などとは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、
保証するものではございません。


